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内科・糖尿病内分泌科では、生活習慣病の代フ

疾患を中心に、高脂血症、高尿酸血症など、中

糖尿病の診療におきましては、食事指導や

`

通 りですが、実地診療上その指導には多 くのサ

は、栄養課、薬剤部、看護局が綿密に連絡 し,

けてお りますので、患者様の御指導でお困り(

た当科では通常の糖尿病の入院以外に、軽症 |

教育と合併症の早期発見、治療方針決定を行う

ス入院も実施 しており、あわせて御利用下さし

糖尿病診療では、血糖コントロールのみな |

の横断的協力が必要です。当院では、つつじ

`糖尿病性網膜症の診断から光凝固療法、硝子4

から透析治療、循環器内科による冠動脈疾患 (

外科によるバイパス手術、皮膚科、整形外科 2

病から生 じる各種合併症に幅広 く対処 しうる「

困りの際も御相談下さい。

内分泌疾患は日本医師会の生涯教育シリー

ベられていますように、一般症状にかくれた,

率が一般人口の 10%を こえる甲状腺疾患はも

る副腎性高血圧症、下垂体疾患、副甲状腺疾

分泌疾患の診断に不可欠なRI検査、副腎静脚

射線科の協力で行なっておりますので、内分 |

/当院の内分泌学会専門医にお気軽に御相談いただければ幸いです。
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急性咽喉頭炎 とめ まいの診断一ここにご注意 ください

いつも患者様をご紹介いただきありがとうございます。日頃、患者様をご紹介いただ

いている急性咽喉頭炎とめまいについて、耳鼻咽喉科の立場からみた二、三の点につい

て述べさせていただきます。

① 急性咽喉頭炎

急性咽喉頭炎はありふれた病気ですが、ときに抗生物質を投与しても軽快しないとか、

症状が増悪していく症例をご経験ないでしょうか。このような症例の中には扁桃周囲膿

瘍や急性喉頭蓋炎があり、時に外科的な処置が必要になる場合があります。扁桃周囲膿

瘍は扁桃の裏側に膿瘍を形成する病気で、視診上、扁桃周囲の膨隆がみられ、通常、開

口障害を伴います。適時に、切開排膿が行われないと頚部膿瘍を形成し、重篤になるこ

とがあります。

急性喉頭蓋炎は、lll頭蓋を中心とした咽喉頭部の急激な浮腫が特徴で、激しい喋下痛、

吸気性喘鳴を伴う呼吸困難がみられ、発症から数時間から24時間で気道閉塞をおこす

ことがあります。私どもは、直ちに患者様に入院していただき、抗生剤とステロイドの

点滴し、頻回に喉頭所見を観察し、必要に応じて緊急気管切開を行つております。最近、

上気道感染症の主な起炎菌であるインフルエンザ菌と肺炎球菌の耐性化が進んでいるせ

いか、今後、このような急性咽喉頭炎は増加していくものと思われます。

②めまい

めまいも日常診療でよくご経験されている疾患ではないでしょうか6耳鼻科でとりあ

つかうめまい疾患は、主に末梢前庭系のもので、メニエール病、突発性難聴、前庭神経

炎、良性発作性頭位眩量症などがあります。メニエール病は内耳の内リンパ水腫による

ものとされ、めまい発作が反復 し、難聴、耳鳴などの蝸牛症状が発作に随伴するのが特

徴です。良性発作性頭位眩量症は内耳の半規管内結石症によるとされ、特定の頭位や体

位変換時にめまいが誘発されます。めまいの持続は 1分以内で、難聴は伴いません。

当院では、脳外科医、内科医とも密に連絡をとりあつて、末梢性から中枢性のめまい

の患者様に対応する体制をとつておりますので、めまい疾患の診断治療でお困りの際は

お気軽にご相談ください。また、直りにくい急性咽喉頭炎につきましても、緊急入院に

対応させていただいておりますので、お声をかけていただけると幸いです。
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